












経営企画

ケイタさん入社おめでとう！

すべり部はみんな来たほうがいい
高見さんの愛用スリッパ、バージョン2!!!!

ネタ切れ（写真とられ待ち）

ありがとうムーンリットアカデミー！

インターン生との家族写真祝！これからの1000年を紡ぐ企業に認定

スナックのママYUUMI



するべきことは何ひとつ

パリのガイドブックで東京の町を闊歩する
まだ歩きださない (1) トゥモロー・アンド・トゥモロー・アンド・トゥモロー

モノ・ホーミー
つい長湯してしまうような本作りをコンセ
プトに、水に濡れても大丈夫な撥水性の紙
を使用した「長湯文庫」という文庫シリー
ズ。超短編集は、軽すぎて味気ないと感じ
ることが多いのですが、これはどのお話も
なんだか不思議な後味を残します。一編一
編の読後のふわふわ感に漂っていたくて、
続けて読みたくないので、私にはお風呂よ
り、夜寝る前用。

本を紹介してもあまり読んでもらえたこと
がなかったのですが、本との出会い方とか、
装丁とか、紹介のうまさに驚きました。書店
で本を読み切ってしまったエピソードに、速
読の神か？と戸惑いましたが、47ページで
した。確かにぎりイケるかもしれない。

大学生の時に岡崎公園の蔦屋書店で
見つけて立ち読みしたら止まらなく
なって最後まで読んでしまい、さすがに
申し訳なくて購入した本。とんちきなよ
うなこのタイトルの問いの展開が、なん
だか面白くって心くすぐられます。2作目
の「読めないガイドブック」も笑いまし
た！

セルビア出身アーティストの友達に勧められ
て英書で読み、すごいおもしろい！とぐいぐい
引き込まれた作品。当時は訳されてなかった
ので、友人などにも共有できずもどかしかっ
たのですが、いつの間にか日本語訳が出てい
たので、誰かにぜひ読んでみてほしいです。
（私は訳本は読んでいないので、日本語でも
面白いのかは訳者の腕に掛かってます！）

友田とん ガブリエル・ゼヴィン

中島 こと






